
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年５月１７日発行 第１号 秋田県立ゆり支援学校 地域支援部 

秋田県立ゆり支援学校 

「困っている子供がいたら・・・」 

教頭 佐々木 朋広 

 標題は、文部科学省発刊の「特別支援教育 No.76」に寄せられたもの（元文部科学省特別支援教育調査官 

田中 裕一氏 記）で、内容は以下になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供たちの言葉や気持ちに耳を澄まし、子供たちが見ている世界に目を凝らし、子供や保護者の側に立

って相談にのることが支援の出発点なのだろうと思います。 

 今年度もゆり支援学校では、由利本荘市とにかほ市の子供たちが学ぶことの楽しさを実感し、豊かな学

校（園）生活を送ることができるよう、その一助を担っていきたいと考えています。 

 お気軽にご相談の上、センター的機能をご活用ください。 

今年度もよろしくお願いいたします。 

 

「教師の仕事を一言で言えば？」皆さんなら、この質問にどう答えるだろうか。 

―略― 

研修会で、学校における合理的配慮に関する内容を話してほしいと依頼を受けることが増えている。質問の

時間になると必ずと言ってもいいぐらい出てくることは、「周りの子供との公平性に欠けるので難しい」「保

護者から、『うちの子にもして欲しい』などの声が出てくるので実施が難しい」、という合理的配慮を実施で

きない理由である。  

私の回答は、状況によって違いはあるものの、基本的な考え方は一定である。 

子供が何か言ってくれば、「君は何に困っているのかな。気付かなくてごめん。困っていることがあれば、

相談にのるから話をしよう」と伝えること。保護者が何か言ってくれば、「あなたのお子さんは何に困ってい

ますか。困っていることがあれば、一緒に考えます」と伝えることである。この姿勢で全てが解決するとは言

わないが、この姿勢なしには解決に向かわないように思う。 

読者の皆さんの多くは、学習や友達関係などに困っている子供たちのそばにいる方々が多いのではないかと

想像するが、「子供に障害があるから支援をする」という方はいらっしゃらないと思う。言うまでもないが「子

供が困っているから」ではないだろうか。 

障害があるかどうかの判断は確かに難しい。しかし子供が困っているかどうかの判断は、そんなに難しいこ

とではないと思っているが、皆さんはどうお考えだろうか。 

―略― 

私は最初の質問を問われたら、「気になる子供を見かけたら、手を差し伸べること」と答えたい。 

～新学期が始まって一ヶ月～ 

子供たちと教師が安心して過ごせる環境ができていますか？ 
「よい教師は子どもとともに笑い、ダメな教師は子どもを笑う。―Alexander Sutherland Neill」 

「指導的な立場にある大人は全て、自分の発する言葉一つ一つにもっと敏感にならなければなりません。 

『ねえ、何やってるの！』『ダメって言ったよね！』『最高学年のくせに！』『何回言われたら分かるの？』 

これらの毒語（※筆者造語：子供の発達を阻害するネガティブ要素をもった言葉の意）多くの子どもたち

を恐怖や不安の底に陥れます。毒語が出てしまう背景には、必ずと言ってよいほど大人側の『焦り』があ

ります。毒語は早く子どもを動かしたい、指示どおりの姿にさせたいという大人の焦る気持ちの裏返しで

す。」「『今、教室で行われている指導の一つ一つ、あるいは職員室で繰り広げられている会話の一つ一

つが教室マルトリートメントにあたるかもしれない』という客観的な視点につながって子どもたちの前で

笑顔と穏やかな気持ちを絶やさない教師を増やすこと、これが本書の目的です。」 

『教室マルトリートメント』川上康則著 東洋館出版社  ―本書抜粋― 

  

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※教育専門監等の派遣依頼文の様式は、ゆり支援学校のホームページからダウンロードできます。 

 

特別支援教育地域センター 

 教頭 
 齊藤 理香  

ゆり支援学校相談窓口  

 

 

T E L ：0184-27-2631 
Ｅ-mail: yuri-s＠akita-pref.ed.jp 
ＨＰ：http://www.yuri-s.akita-pref.ed.jp 

教頭 
佐々木朋広 

教育専門監
太田 清子 

小学部主事 
畠山 千恵 

中学部主事 
菊地 正紀 

 

高等部主事 
工藤 思郎 

地域支援部主任 
佐々木 弘美 

☆令和６年度 学校見学会のお知らせ☆ 

日 時：５月３０日（木）（幼保小対象）６月６日（木）（中学校対象）午前 9時 30分～11時 30分 

会 場：秋田県立ゆり支援学校 

対 象：・本校の教育に関心のある方 

     ・本校への入学・転入学を希望する幼児児童生徒の保護者及び関係、職員児童生徒（幼児を除く） 

 

特別支援教育アドバイザー 

石川 純子 

☆火・金曜日９：００～１５：４５ 
鶴舞小学校内 

℡：0184-22-3558（直通） 

☆木曜日 ９：００～１５：４５ 
岩谷小学校内 

℡：0184-65-2220 
（特別支援教育相談ルーム） 

   

  

 

             

   

                     

     

                  

   

 

 

    

 

 

 

 

 

 

ゆり支援学校 入学・転学までの流れ（小学部・中学部） 

 

◎４月～ 本校への入学・転学希望 

 

入学及び転入学予定者・保護者を対象に体験学習や入学、転学に関する

説明会を行います。 

学校見学会の開催の予定（本校の教育に関心

のある方どなたでもご参加いただけます。 

 

学校見学会 

 
◎５月下旬～１０月 教育相談・体験学習 

 

市の教育支援委員会 就学、転学、転学先の決定 

 
◎２月 体験入学 

 

入学、転学に関する相談や本校の見学、体験を行っています。本校への入学、

転学を希望する際には、教育相談、体験学習についてご相談ください。 

 

教育相談の申し込み・お問合せは･･･在園、学校を通じて電話でご相談ください。 

連絡先：本校教頭（佐々木朋広・齊藤理香）まで  

※高等部教育相談入学

選考までの流れに 

ついては 

本校ホームページ 

をご覧ください。 

http://www.yuri-s.akita-pref.ed.jp/

